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親子で学ぶ食親子で学ぶ食親子で学ぶ食

町立竹の友幼児園の紹介コーナー

鶏ひき肉…150ｇ　　生姜…少々　　にんにく…少々

　　なす…120ｇ（中2本）　　玉葱…60ｇ(中1/2個)

　糸こんにゃく…60ｇ(1/3玉)　　たけのこ水煮…20g

　　ピーマン…20ｇ（1個）　　赤・黄パプリカ…各20ｇ（1/6個）

　　人参…20ｇ（2㎝）

油…小さじ1.5　　ごま油…小さじ1/2

【調味料】

　砂糖…大さじ１　　みりん…小さじ2/3　しょうゆ…大さじ1/2

　　塩…小さじ1/6　オイスターソース…小さじ１

　　片栗粉…小さじ2/3（少量の水で溶く）

作り方 ①生姜、ニンニクはみじん切り。

②なすは、小さ目の乱切りにして水にさらす。

③玉葱はスライス。糸こんにゃくは３㎝長さに切る。

　　ピーマン類、人参は３㎝長さのせん切り。

④フライパンに油をひき、鶏ひき肉、生姜、にんにくを炒める。

　　次に、玉葱、人参、なすを加え、油がまわってきたらピーマン類

　　を炒める。野菜に火が通ったら調味料を加え、風味付けにご

　　ま油を入れ、水溶き片栗粉でとろみをつける。

材料
（6人分）

★なすとピーマンのひき肉炒め

みんなで取り組もう！ 田上の食育 役場保健福祉課 ☎57-6112

今回、私は成増地区・田上町の児童交流会に初めて参加させていただきました。暑い中でも元気に野球をしている子供達を見て、こちらも

暑さに負けていられないなと感じました。もうしばらく残暑が続くようですので、みなさんもお体には十分にお気をつけください。

8月19～21日に行われた成増地区・田上町の児童交流会に私も参加させていただきました。子供達が何事にも精一杯に取り組む姿を間

近で見て、こちらも改めて多くのことを学びました。これから、きずなの編集者として精一杯取り組んで行きたいです。

◆国民健康保険税６期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（8月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,165
－ 6

12,171
－ 34

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税
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田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

おいしいごはんと
一緒に、食べてね！
　　　　　米たより

【編集後記】

【給食献立】

なすとピーマンの
　　　　　　ひき肉炒め

かぼちゃの味噌汁

ねり梅、バナナ

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

  田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2223@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

　８月７日下吉田地区の親子19名、８月20日川船河地区の親子23名

が地区の食生活改善推進員の皆さんと親子クッキングを行いました。

　塩分や野菜量のクイズでは、実際に１日分の目安になる食塩を手

にとったり、ランチョンマットで食事のバランスのとり方に理解を

深めました。また、田上産の野菜使って、下吉田地区は、サラダそ

うめんやじゃが芋とズッキーニのカレ―炒め、川船河地区は、ポケ

ットサンドや揚げない酢鶏などを作りました。皆で楽しく作って、

食べることは、親子で「食」について考えるよい機会となったよう

です。
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お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ子育て応援

←川船河地区

↑下吉田地区

　竹の友幼児園管理栄養士の唐木沢寿美さんが、なすとピーマンのひき肉炒め

を紹介します。なすとピーマンをひき肉と一緒に炒めることで、子どもたちの

苦手な野菜も食べやすくなります。また、彩りに人参やパプリカも加えてあり

ます。ぜひ一度作ってみて下さい。

　幼児園は、１日300食の昼食と20人分の離乳食を作っています。給食

では、米、豚肉、味噌、梅干し、野菜は田上産の食材を出来るだけ使用

しています。子どもたちは、夏の終わり頃になると、一段と成長してく

るようで、食がよく進むようになります。
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問い合わせ：町選挙管理委員会（総務課内）  57-6222問い合わせ：町選挙管理委員会（総務課内）  57-6222

「新潟県知事選挙」のお知らせ「新潟県知事選挙」のお知らせ「新潟県知事選挙」のお知らせ「新潟県知事選挙」のお知らせ

投票日：平成２８年10月16日（日）投票日：平成２８年10月16日（日）投票日：平成２８年10月16日（日）

新潟県知事選挙が次のように行われる予定です。
県知事を決める大事な選挙です。棄権のないよう忘れずに投票しましょう。

第２４回参議院議員通常選挙　開票結果第２４回参議院議員通常選挙　開票結果
平成２８年７月10日に行われた参議院議員通常選挙の田上町開票区の結果についてお知らせします。

投票できる方は、日本国籍を有し、次の要件を満たしている方です。

・年齢が満18歳以上の方（平成10年10月17日以前に生まれた方）

・平成28年６月28日以前から引き続き住民登録している方

　※平成28年６月29日以降に、県内の他市町村から田上町に転入届をされた方は、前住所で

　　投票することができます。

　　この場合、県内の市町村が発行する「引き続き県内の市町村内に住所を有する旨の証明

　　書」が必要です。この証明書は、県内いずれの市町村でも発行できます。

　年代別投票率は、最も高いのは60代の79.73%で、最

も低いのは20代の41.39%でした。

　10代の投票率は53.88%でした。

　前回参院選（Ｈ25年）と比べると、30代で10.03%、

20代で8.75%、前回の投票率を上回りました。

◆投票できる方

　田上町選挙管理委員会から送付された「入場券」をお持ちください。

　なお、入場券が届かない又は紛失された場合でも選挙人名簿に登録されている方は投票で

きます。

①投票用紙等の請求

　「不在者投票請求書(兼宣誓書)」を記入し、田上町選挙管理委員会に直接又は

　郵送等により提出してください。（請求書はＨＰからダウンロードできます。）

②投　票

　投票用紙等がお手元に届きましたら、滞在先の市区町村選挙管理委員会へ行き、

　投票用紙を記入し、滞在先の市区町村選挙管理委員会の係員に渡します。

③投票用紙の送付

　滞在先の市区町村選挙管理委員会から田上町選挙管理委員会に投票用紙が送付

　されます。

◆投票に必要なもの

●期日前投票

　投票日に仕事や旅行で投票に行けない方は、期日前投票ができます。

　・期　間　平成28年９月30日(金)～平成28年10月15日(土)

　・時　間　午前８時30分～午後８時

　・場　所　田上町役場１階　多目的会議室

●滞在先の市区町村における不在者投票

　　田上町以外の場所に滞在しているため投票できない方は、田上町選挙管理委員会に投票

　用紙等を請求し、滞在先の市区町村選挙管理委員会に出向いて投票することができます。

　※不在者投票は、手続きに日数を要するため、お早めに請求してください。

◆投票日当日に投票できない方は

不在者投票の手続き

■投票者数・投票率

■年代別の投票率（％）

有権者数

投票者数

うち期日前投票者数

投票率

※法改正により、今回の選挙から18・19歳（245人）が新たに有権者として登録されました。

※得票数は按分があるため小数点以下第３位まで表示しています。

5,112人

3,348人

891人

65.49%

社会民主党 

国民怒りの声 

おおさか維新の会 

公明党 

日本共産党 

幸福実現党 

自由民主党 

237.963

20

222.191

477

510.064

54

2,938.121

5,545人

3,418人

949人

61.64%

10,657人

6,766人

1,840人

63.49%

（＋12人）

（＋528人）

（＋576人）

（＋4.89%）

10,645人

6,238人

1,264人

58.60%

区　　　　分

■比例代表・開票結果（届出順）

名簿届出政党名 得票数（票）

中　原　八　一 

横井　もとゆき 

森　　　ゆうこ 

無　効　票

3,291

145

3,188

142

■選挙区・開票結果（届出順・敬称略）

候　　補　　者　　名 得票数（票）

新党改革 

日本のこころを大切にする党 

生活の党と山本太郎となかまたち 

民進党 

支持政党なし 

無効票 

42.657

62

105

1,651

92

354

名簿届出政党名 得票数（票）

男 女 計 前回参院選（H25年）
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第２回　町内一斉地震行動（シェイクアウト）訓練を実施します第２回　町内一斉地震行動（シェイクアウト）訓練を実施します第２回　町内一斉地震行動（シェイクアウト）訓練を実施します
訓練日

地震行動（シェイクアウト）訓練とは

訓練内容（安全確保行動1-2-3）について

平成28年11月４日（金）午前10時

　地震の際の安全確保行動１―２―３「まず低く、頭を守り、動かない」を身につけるための訓練です。

訓練方法はいたってシンプルで、訓練開始の合図に合わせて、地震から身を守るための３つの安全確保行

動を約１分間行っていただくものです。誰でも参加でき、また簡易な訓練でありますので、ぜひご参加く

さださい。

　当町の平成27年度「第１回シェイクアウト訓練」では、1,713名もの参加をいただきました。

　訓練時刻「午前10時」になりましたら携帯電話

の緊急速報メールおよび町のメール配信サービス

で訓練の合図を行いますので、右記の「安全確保

行動１―２―３」を約１分間行ってください。

みなさまへのお願い

　町内一斉地震行動（シェイクアウト）訓練では、参加者の人数を把握するため、訓練に参加いただける

方は、次のいずれかの方法により11月２日までに登録を行ってください。

　①インターネットで参加登録（町のホームページからお申込みできます。）

　②ＦＡＸで参加登録（申込日、氏名・団体名等、参加人数をご記入のうえ、総務課庶務防災係（ＦＡＸ

　　：57-3112）まで送信してください。）

　③電話で参加登録（申込日、氏名・団体名等、参加人数を総務課庶務防災係（ＴＥＬ：57-6222）まで電

　　話でお申し込みください。）

なお、今回より地震防災訓練アプリで訓練開始合図の音源を鳴らすこともできます。

地震防災訓練アプリ

　スマートフォンで地震防災訓練アプリをダウンロードし登録すると、地震発生訓練時間に

専用ブザー音の鳴動と訓練メッセージが表示されます。利用方法は次のとおりです。

①地震防災訓練アプリをダウンロード

　（無料）します。

②右のＱＲコードを読み取り、訓練予定日時を

　登録します。ＱＲコードで登録できない場合

　は、右記の情報を手動で入力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　

③訓練日時になりますと、専用ブザー音鳴動と訓練メッセージが表示されます。

①まず体勢を低くして地

　面に近づきましょう。

　もぐるものがない場合

　は、腕や荷物を使って、

　頭を守りましょう。

②固定されたデスクやテ

　ーブルの下に入り、頭

　を守りましょう。

③そして揺れが止まるま

　で動かずじっとしてい

　ましょう。※訓練当日、緊急速報メール等をいっせいに鳴

　らしますので、あらかじめご承知ください。

問い合わせ：役場保健福祉課保健係  57-6112

　アンケートから、受動喫煙（他人のたばこの煙を間接的に吸う）にさらされる子どもたちが多いこと、子ど

もが将来たばこを吸う・吸わないの選択は、家族の影響も受けていることが伺えました。子どもたちは、学習

をすることで自分や家族の健康を守るために、たばこについて理解し、自らたばこを吸わない選択ができる人

に育ってくれることを期待します。町では、小学校５・６年生の喫煙防止講演会や健診や健康相談会で禁煙を

希望する人への相談、妊娠届け出時や母親学級などで、妊婦や家族の喫煙指導も行っています。

　先月号で、保健講演会に参加した田上中学校２年生の感想等を掲載しました。今月は、保健講演会の前と後

に実施した「たばこについてのアンケート」の結果をお知らせします。

中学生が「たばこと健康」について学びました

保健講演会前アンケート（平成28年6月　田上中学校　2年生　回答者100名）

①家でたばこを吸う人はいますか？

保健講演会後アンケート（平成28年7月　田上中学校　2年生　回答者95名）

将来たばこを吸うと思いますか

★たぶん吸うと回答した子どもは０となり、

　　絶対吸わないと回答した子どもの割合

　　が増加しました。

②家でたばこを吸う人は誰ですか？（複数回答）

父

母

兄

姉

祖父

祖母

その他

47.8%51.0%

28.8%

29.4%

12.2%

85.7%
66.7%

3.9% 2.0%

50.7%
40.3%

9.0%

15.2%

15.8%

84.2%

42.4%

13.6%

49.0%

23.2%
4.3%

1.4%
17.4%

2.9% 2.9%

③家のどこでたばこを吸っていますか？（複数回答） ④家族がたばこを吸うことに対してどう思いますか？（複数回答）

⑤将来たばこを吸うと思いますか？　

　　たばこを吸う家族がいる子ども たばこを吸う家族がいない子ども

★約半数の家庭で、たばこが吸われています。 ★父親の約半数、母親の約４分の１が喫煙者です。

★喫煙場所は、約3割が家族の集まる部屋です。

★たばこを吸う家族がいない子どもの方が、絶対吸わないと答えている割合が２割も高い結果でした。

★約９割がやめてほしい又は病気を心配しています。

家族が集まる部屋（居間）

換気扇の下

外（ベランダも含む）

その他

やめてほしい

病気が心配

特に気にならない

たぶん吸う

たぶん吸わない

絶対吸わない

たぶん吸う

たぶん吸わない

絶対吸わない

いる

いない

たぶん吸う

たぶん吸わない

絶対吸わない

0.0%

問い合わせ：役場総務課　TEL 0256-57-6222  FAX 0256-57-3112

■訓 練 名：第2回町内一斉地震行動訓練

■訓練日時：2016年11月4日（金）10時00分

■訓練ＩＤ：160025
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第２回　町内一斉地震行動（シェイクアウト）訓練を実施します第２回　町内一斉地震行動（シェイクアウト）訓練を実施します第２回　町内一斉地震行動（シェイクアウト）訓練を実施します
訓練日

地震行動（シェイクアウト）訓練とは

訓練内容（安全確保行動1-2-3）について

平成28年11月４日（金）午前10時

　地震の際の安全確保行動１―２―３「まず低く、頭を守り、動かない」を身につけるための訓練です。

訓練方法はいたってシンプルで、訓練開始の合図に合わせて、地震から身を守るための３つの安全確保行

動を約１分間行っていただくものです。誰でも参加でき、また簡易な訓練でありますので、ぜひご参加く

さださい。

　当町の平成27年度「第１回シェイクアウト訓練」では、1,713名もの参加をいただきました。

　訓練時刻「午前10時」になりましたら携帯電話

の緊急速報メールおよび町のメール配信サービス

で訓練の合図を行いますので、右記の「安全確保

行動１―２―３」を約１分間行ってください。

みなさまへのお願い

　町内一斉地震行動（シェイクアウト）訓練では、参加者の人数を把握するため、訓練に参加いただける

方は、次のいずれかの方法により11月２日までに登録を行ってください。
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　②ＦＡＸで参加登録（申込日、氏名・団体名等、参加人数をご記入のうえ、総務課庶務防災係（ＦＡＸ

　　：57-3112）まで送信してください。）

　③電話で参加登録（申込日、氏名・団体名等、参加人数を総務課庶務防災係（ＴＥＬ：57-6222）まで電

　　話でお申し込みください。）

なお、今回より地震防災訓練アプリで訓練開始合図の音源を鳴らすこともできます。

地震防災訓練アプリ

　スマートフォンで地震防災訓練アプリをダウンロードし登録すると、地震発生訓練時間に

専用ブザー音の鳴動と訓練メッセージが表示されます。利用方法は次のとおりです。

①地震防災訓練アプリをダウンロード

　（無料）します。

②右のＱＲコードを読み取り、訓練予定日時を

　登録します。ＱＲコードで登録できない場合

　は、右記の情報を手動で入力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　

③訓練日時になりますと、専用ブザー音鳴動と訓練メッセージが表示されます。

①まず体勢を低くして地

　面に近づきましょう。

　もぐるものがない場合

　は、腕や荷物を使って、

　頭を守りましょう。

②固定されたデスクやテ

　ーブルの下に入り、頭

　を守りましょう。

③そして揺れが止まるま

　で動かずじっとしてい

　ましょう。※訓練当日、緊急速報メール等をいっせいに鳴

　らしますので、あらかじめご承知ください。

問い合わせ：役場保健福祉課保健係  57-6112

　アンケートから、受動喫煙（他人のたばこの煙を間接的に吸う）にさらされる子どもたちが多いこと、子ど

もが将来たばこを吸う・吸わないの選択は、家族の影響も受けていることが伺えました。子どもたちは、学習

をすることで自分や家族の健康を守るために、たばこについて理解し、自らたばこを吸わない選択ができる人

に育ってくれることを期待します。町では、小学校５・６年生の喫煙防止講演会や健診や健康相談会で禁煙を

希望する人への相談、妊娠届け出時や母親学級などで、妊婦や家族の喫煙指導も行っています。

　先月号で、保健講演会に参加した田上中学校２年生の感想等を掲載しました。今月は、保健講演会の前と後

に実施した「たばこについてのアンケート」の結果をお知らせします。

中学生が「たばこと健康」について学びました

保健講演会前アンケート（平成28年6月　田上中学校　2年生　回答者100名）

①家でたばこを吸う人はいますか？

保健講演会後アンケート（平成28年7月　田上中学校　2年生　回答者95名）

将来たばこを吸うと思いますか

★たぶん吸うと回答した子どもは０となり、

　　絶対吸わないと回答した子どもの割合

　　が増加しました。

②家でたばこを吸う人は誰ですか？（複数回答）
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③家のどこでたばこを吸っていますか？（複数回答） ④家族がたばこを吸うことに対してどう思いますか？（複数回答）

⑤将来たばこを吸うと思いますか？　

　　たばこを吸う家族がいる子ども たばこを吸う家族がいない子ども

★約半数の家庭で、たばこが吸われています。 ★父親の約半数、母親の約４分の１が喫煙者です。

★喫煙場所は、約3割が家族の集まる部屋です。

★たばこを吸う家族がいない子どもの方が、絶対吸わないと答えている割合が２割も高い結果でした。

★約９割がやめてほしい又は病気を心配しています。

家族が集まる部屋（居間）

換気扇の下

外（ベランダも含む）

その他

やめてほしい

病気が心配

特に気にならない

たぶん吸う

たぶん吸わない

絶対吸わない

たぶん吸う

たぶん吸わない

絶対吸わない

いる

いない
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絶対吸わない
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問い合わせ：役場総務課　TEL 0256-57-6222  FAX 0256-57-3112

■訓 練 名：第2回町内一斉地震行動訓練

■訓練日時：2016年11月4日（金）10時00分

■訓練ＩＤ：160025
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問い合わせ：役場保健福祉課  57-6112
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問い合わせ：役場保健福祉課  57-6112
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暑さに勝る子どものきずな
板橋区成増地区・
田上町少年少女
スポーツ交流会

田上町消防団訓練演習

　８月19日～８月21日、羽生田野球場と

ＹＯＵ遊ランドにて東京都板橋区成増地

区の児童と田上町の児童の交流会が行わ

れました。親善野球等をとおして、親睦

を深めました。

全国大会出場おめでとう全国大会出場おめでとう

　８月28日、田上町消防団訓練演習が田上町役場敷地

内で実施されました。当日の訓練内容は、中継送水要

領（小型ポンプ３台）・防火水槽部署訓練・ロープ結

索訓練でした。各分団が日ごろの練習の成果を発揮し

ていました。当日は、天気も良くまさに訓練日和。分

団同士の連携も図れた演習となりました。

写真左から
水野秀樹さん、泉田柾葵さん、町長、水野巧雅さん、水野朝陽さん

古川正人さん

第16回全日本少年少女空手道選手権大会

出場種目：小学１年生男子組手

　泉　田　柾　葵さん（川ノ下）

　水　野　巧　雅さん（川ノ下）

出場種目：小学６年生男子組手

　水　野　朝　陽さん（川ノ下）

コーチ

　水　野　秀　樹さん（川ノ下）

WRO Japan 2016　決勝大会

出場種目：エキスパート競技

　小野塚　裕　明さん（湯川）

第69回全国高等学校陸上競技対校選手権大会

出場種目：男子円盤投（1.75kg）

　窪　田　達　也さん（川船河東）

第38回東日本軟式野球大会

　古川　正人さん（羽生田）
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平成28年

第4回・第5回 田上町議会臨時会
平成28年

第4回・第5回 田上町議会臨時会
８月10日、第４回町議会臨時会が開催されました。いずれの議案も原案どおり可決されました。

８月26日、第５回町議会臨時会が開催されました。議案は原案どおり可決されました。

第24回全国中学生

空手道選手権大会

　唐木沢　　　光（原ヶ崎新田）

　山　川　琳　子（下吉田）

　井　上　笑美子（川ノ下）

　渡　辺　そ　ら（本田上）

　中　野　彩　華（原ヶ崎新田）

監督　山川　智之（下吉田）
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板橋区成増地区・
田上町少年少女
スポーツ交流会

田上町消防団訓練演習

　８月19日～８月21日、羽生田野球場と

ＹＯＵ遊ランドにて東京都板橋区成増地

区の児童と田上町の児童の交流会が行わ

れました。親善野球等をとおして、親睦

を深めました。

全国大会出場おめでとう全国大会出場おめでとう

　８月28日、田上町消防団訓練演習が田上町役場敷地

内で実施されました。当日の訓練内容は、中継送水要

領（小型ポンプ３台）・防火水槽部署訓練・ロープ結

索訓練でした。各分団が日ごろの練習の成果を発揮し

ていました。当日は、天気も良くまさに訓練日和。分

団同士の連携も図れた演習となりました。

写真左から
水野秀樹さん、泉田柾葵さん、町長、水野巧雅さん、水野朝陽さん

古川正人さん

第16回全日本少年少女空手道選手権大会

出場種目：小学１年生男子組手

　泉　田　柾　葵さん（川ノ下）

　水　野　巧　雅さん（川ノ下）

出場種目：小学６年生男子組手

　水　野　朝　陽さん（川ノ下）

コーチ

　水　野　秀　樹さん（川ノ下）

WRO Japan 2016　決勝大会

出場種目：エキスパート競技

　小野塚　裕　明さん（湯川）

第69回全国高等学校陸上競技対校選手権大会

出場種目：男子円盤投（1.75kg）

　窪　田　達　也さん（川船河東）

第38回東日本軟式野球大会

　古川　正人さん（羽生田）

平
成
28
年

　第
４
回
田
上
町
議
会
臨
時
会

▼
平
成
28
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補

　正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
３
９
４
１
万
４
千

　
円
を
追
加
し
、
総
額
を
45
億
５
７

　
８
７
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
歳
入
で
は
、
県
支
出
金
に
お
い
て

は
、
一
般
社
団
法
人
田
上
福
祉
会
が

建
設
を
予
定
し
て
い
る
「
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
施
設
」
の
開
設
等

に
対
す
る
補
助
金
の
な
ど
の
追
加
。

諸
収
入
に
お
い
て
は
、
羽
生
田
地
内

の
国
道
４
０
３
号
線
の
歩
道
拡
幅
工

事
に
伴
う
防
火
水
槽
の
撤
去
費
用
に

係
る
新
潟
県
か
ら
の
補
償
料
の
受
け

入
れ
を
追
加
。

　
歳
出
で
は
、民
生
費
に
お
い
て
は
、

「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
」

の
開
設
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
の
追

加
。
消
防
費
に
お
い
て
は
、
国
道
４

０
３
号
線
の
歩
道
拡
幅
工
事
に
伴
う

防
火
水
槽
の
撤
去
費
用
の
追
加
。

▼
同
年
度
田
上
町
下
水
道
事
業
特
別

　会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
１
２
９
８
万
４
千

　
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

　
総
額
を
５
億
１
５
９
８
万
４
千
円

　
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
水
道
事
業
会
計
補

　正
予
算
（
第
１
号
）

▽
収
益
的
支
出
の
水
道
事
業
費
用
予

　
定
額
に
２
３
０
万
円
を
追
加
し
、

　
２
億
６
２
７
１
万
６
千
円
の
予
定

　
額
と
し
ま
し
た
。

平
成
28
年

　第
５
回
田
上
町
議
会
臨
時
会

▼
加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生
組
合

　規
約
の
変
更

▽
田
上
町
か
ら
加
茂
市
に
共
同
で
の

　
建
設
を
提
案
し
た
「
病
児
保
育
施

　
設
」
に
伴
う
も
の
で
、
こ
れ
ら
の

　
事
業
を
加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛

　
生
組
合
の
共
同
処
理
事
務
と
し
て

　
実
施
す
る
た
め
、
新
た
に
児
童
福

　
祉
法
に
規
定
す
る
病
児
保
育
に
関

　
す
る
事
務
を
追
加
し
、
併
せ
て
組

　
合
の
名
称
を
「
加
茂
市
・
田
上
町

　
消
防
衛
生
保
育
組
合
」
に
改
め
る

　
た
め
に
規
約
の
変
更
を
し
ま
し
た
。

平成28年

第4回・第5回 田上町議会臨時会
平成28年

第4回・第5回 田上町議会臨時会
８月10日、第４回町議会臨時会が開催されました。いずれの議案も原案どおり可決されました。

８月26日、第５回町議会臨時会が開催されました。議案は原案どおり可決されました。

第24回全国中学生

空手道選手権大会

　唐木沢　　　光（原ヶ崎新田）

　山　川　琳　子（下吉田）

　井　上　笑美子（川ノ下）

　渡　辺　そ　ら（本田上）

　中　野　彩　華（原ヶ崎新田）

監督　山川　智之（下吉田）

規

約

の

変

更

補

正

予

算
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水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

有
料
広
告

有
料
広
告

　
「
法
の
日
」
週
間
「
く
ら
し
の
無

料
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
（
行

政
相
談
も
同
時
開
設
）

▽
日
時
　
10
月
14
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
会
場
　
羽
生
田
公
民
館

▽
内
容
　
相
続
登
記
、
人
権
に
関
す

　
る
問
題
、
多
重
債
務
、
近
隣
間
の

　
も
め
ご
と
悩
み
ご
と
な
ど
。
人
権

　
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員
・
土
地

　
家
屋
調
査
士
・
行
政
相
談
委
員
が

　
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要
で

　
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
課
住
民
係

　
　☎
57
―
６
１
１
５

①
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

▽
日
時
　
10
月
２
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
会
場
　
新
潟
会
場
（
新
潟
地
方
法

　
務
局
本
局
）
、
長
岡
会
場
（
新
潟

　
地
方
法
務
局
長
岡
支
局
）

※
相
談
は
無
料
、
相
談
の
際
は
、
９

　
月
30
日
（
金
）
午
後
４
時
ま
で
に

　
電
話
で
の
予
約
申
込
が
必
要
。

▽
予
約
申
込

　
新
潟
会
場
（
新
潟
地
方
法
務
局
総

　
務
課
）
☎
０
２
５
―
２
２
２
―
１

　
５
６
９

　
長
岡
会
場
（
新
潟
地
方
法
務
局
長

　
岡
支
局
総
務
課
）
☎
０
２
５
８
―

　
33
―
６
９
０
１

②
「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
」
講

　演
会

▽
日
時
　
10
月
２
日
（
日
）

（
第
１
部
）
午
前
10
時
～
午
前
11
時

（
第
２
部
）
午
後
１
時
～
午
後
２
時

▽
会
場
　
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

　
相
談
所
と
同
じ

▽
内
容

　
第
１
部「
公
正
証
書
遺
言
」

　
第
２
部「
遺
産
分
割
と
相
続
登
記
」

※
参
加
は
無
料
（
先
着
順
）
、
各
会

　
場
に
よ
り
募
集
人
数
が
異
な
り
ま

　
す
。
参
加
の
際
は
９
月
30
日（
金
）

　
午
後
４
時
ま
で
に
電
話
で
の
予
約

　
申
込
が
必
要
。

▽
予
約
申
込
　
全
国
一
斉
！
法
務
局

　
休
日
相
談
所
と
同
じ

▼
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
地
方
法
務
局
三
条
支
局
　

　
　☎
33
―
１
３
７
５

　
町
の
栄
養
教
室
を
平
成
27
年
度
ま

で
に
４
０
３
名
の
方
が
修
了
し
、
多

数
の
方
が
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
食
生
活
と
健

康
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

▽
会
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
他

▽
内
容
　
栄
養
の
基
礎
知
識
・
調
理

　
の
基
本
や
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

　
講
習
な
ど
10
月
～
12
月（
全
６
回
）

▽
対
象
者

　
町
内
に
在
住
の
方
20
名

▽
経
費

　
１
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
申
込
締
切
　
９
月
26
日
（
月
）

※
終
了
者
は
町
長
か
ら
「
田
上
町
食

　
生
活
改
善
推
進
員
」
に
移
植
さ
れ

　
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
福
祉
課
保
健
係

　
　☎
57
―
６
１
１
２

　
昭
和
50
年
（
１
９
７
５
年
）
以
前

に
製
造
さ
れ
た
低
圧
コ
ン
デ
ン
サ

は
、
保
安
装
置
が
内
蔵
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
経
年
劣
化
に
よ
り
火
災
に
至

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
店
舗
や
作

業
所
な
ど
で
古
い
コ
ン
デ
ン
サ
を
お

使
い
の
方
は
、
お
取
替
え
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
（
製
造
年
は
コ
ン
デ

ン
サ
正
面
に
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
署
・
予
防
課

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
加
茂
地
域
消
防
署
田
上
出
張
所

　
　☎
57
―
５
３
０
０

今月のサポーター養成講座

2ヶ月児学級

今月のサポーター養成講座

　町では、生後２か月のお子さん

を対象に「２か月児学級」を行っ

ております。

　この学級では子育ての楽しさや

心配事・悩みなどをお母さんたち

が共有して、気持ちをリラックス

して子育てができるよう応援して

います。

　下記の写真は、７月に開催され

た２か月児学級に参加して頂いた

お母さんと赤ちゃんです。５月生

まれの赤ちゃんは４人でしたが、

当日は３組の参加でした。家族の

愛情をいっぱいうけて、元気に成

長していました。

　去る７月２日に田上中学校２学年の生徒、ＰＴＡの皆さ

んより「認知症サポーター養成講座」を受講していただき

ました。当日は、認知症の理解を深めるための講義、認知

症になってしまった家族にどう接するのが良いかをわかり

やすく寸劇を通して学んでいただきました。

　また、認知症だけでなく「高齢者疑似体験」ということ

で、疑似体験セットを身に付け廊下を歩きました。腰を曲

げて歩くことや、身体の一部が不自由になったときの大変

さを実感していただきました。

　参加された生徒さん、ＰＴＡの方からは「認知症のおば

　　　　　　　あちゃんがいるので接し方を習うことがで

　　　　　　　き参考になった」「認知症の人は大変でつ

　　　　　　　らい祖父母が認知症になったら家族に接し

　　　　　　　方を伝えていきたい」「他人事のように考

　　　　　　　えていたが認知症について学ぶことができ

　　　　　　　良かった。いかしていきたい。」と感想を

　　　　　　　いただきました。

　　　　　　　　みなさんも認知症について正しい理解・

　　　　　　　接し方を学んでみませんか？詳細について

　　　　　　　のお問い合わせは地域包括支援センター☎
　　　　　　　５７－６２２０までご連絡ください。

①母の名前　　②赤ちゃんの名前・読み方　　③名前の由来など

①平井　弘美
②栞（しおり）
③栞には本の栞以外にも人々の道しる
　べという意味があり、みんなの見本
　となるような人になってほしい
　から。

①鎌田　伸恵
②恵万（えま）
③私から1文字つけました。
　万事恵まれますようにとの
　願いも込めてあります。

①諸橋　知美
②采芽（あやめ）
③多くの幸せを手に入れるように。
　いつまでも初々しく。　

１０
月
１
日
は「
法
の
日
」

発
火
危
険
が
あ
り
ま
す
！

栄
養
教
室（
食
生
活
改
善

推
進
員
養
成
講
座
）

　　　　　　　　　　参
加
者
募
集

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
及
び

「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
」

講
演
会
の
開
催
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水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

有
料
広
告

有
料
広
告

　
「
法
の
日
」
週
間
「
く
ら
し
の
無

料
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
（
行

政
相
談
も
同
時
開
設
）

▽
日
時
　
10
月
14
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
会
場
　
羽
生
田
公
民
館

▽
内
容
　
相
続
登
記
、
人
権
に
関
す

　
る
問
題
、
多
重
債
務
、
近
隣
間
の

　
も
め
ご
と
悩
み
ご
と
な
ど
。
人
権

　
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員
・
土
地

　
家
屋
調
査
士
・
行
政
相
談
委
員
が

　
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要
で

　
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
課
住
民
係

　
　☎
57
―
６
１
１
５

①
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

▽
日
時
　
10
月
２
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
会
場
　
新
潟
会
場
（
新
潟
地
方
法

　
務
局
本
局
）
、
長
岡
会
場
（
新
潟

　
地
方
法
務
局
長
岡
支
局
）

※
相
談
は
無
料
、
相
談
の
際
は
、
９

　
月
30
日
（
金
）
午
後
４
時
ま
で
に

　
電
話
で
の
予
約
申
込
が
必
要
。

▽
予
約
申
込

　
新
潟
会
場
（
新
潟
地
方
法
務
局
総

　
務
課
）
☎
０
２
５
―
２
２
２
―
１

　
５
６
９

　
長
岡
会
場
（
新
潟
地
方
法
務
局
長

　
岡
支
局
総
務
課
）
☎
０
２
５
８
―

　
33
―
６
９
０
１

②
「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
」
講

　演
会

▽
日
時
　
10
月
２
日
（
日
）

（
第
１
部
）
午
前
10
時
～
午
前
11
時

（
第
２
部
）
午
後
１
時
～
午
後
２
時

▽
会
場
　
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

　
相
談
所
と
同
じ

▽
内
容

　
第
１
部「
公
正
証
書
遺
言
」

　
第
２
部「
遺
産
分
割
と
相
続
登
記
」

※
参
加
は
無
料
（
先
着
順
）
、
各
会

　
場
に
よ
り
募
集
人
数
が
異
な
り
ま

　
す
。
参
加
の
際
は
９
月
30
日（
金
）

　
午
後
４
時
ま
で
に
電
話
で
の
予
約

　
申
込
が
必
要
。

▽
予
約
申
込
　
全
国
一
斉
！
法
務
局

　
休
日
相
談
所
と
同
じ

▼
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
地
方
法
務
局
三
条
支
局
　

　
　☎
33
―
１
３
７
５

　
町
の
栄
養
教
室
を
平
成
27
年
度
ま

で
に
４
０
３
名
の
方
が
修
了
し
、
多

数
の
方
が
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
食
生
活
と
健

康
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

▽
会
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
他

▽
内
容
　
栄
養
の
基
礎
知
識
・
調
理

　
の
基
本
や
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

　
講
習
な
ど
10
月
～
12
月（
全
６
回
）

▽
対
象
者

　
町
内
に
在
住
の
方
20
名

▽
経
費

　
１
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
申
込
締
切
　
９
月
26
日
（
月
）

※
終
了
者
は
町
長
か
ら
「
田
上
町
食

　
生
活
改
善
推
進
員
」
に
移
植
さ
れ

　
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
福
祉
課
保
健
係

　
　☎
57
―
６
１
１
２

　
昭
和
50
年
（
１
９
７
５
年
）
以
前

に
製
造
さ
れ
た
低
圧
コ
ン
デ
ン
サ

は
、
保
安
装
置
が
内
蔵
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
経
年
劣
化
に
よ
り
火
災
に
至

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
店
舗
や
作

業
所
な
ど
で
古
い
コ
ン
デ
ン
サ
を
お

使
い
の
方
は
、
お
取
替
え
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
（
製
造
年
は
コ
ン
デ

ン
サ
正
面
に
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
署
・
予
防
課

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
加
茂
地
域
消
防
署
田
上
出
張
所

　
　☎
57
―
５
３
０
０

今月のサポーター養成講座

2ヶ月児学級

今月のサポーター養成講座

　町では、生後２か月のお子さん

を対象に「２か月児学級」を行っ

ております。

　この学級では子育ての楽しさや

心配事・悩みなどをお母さんたち

が共有して、気持ちをリラックス

して子育てができるよう応援して

います。

　下記の写真は、７月に開催され

た２か月児学級に参加して頂いた

お母さんと赤ちゃんです。５月生

まれの赤ちゃんは４人でしたが、

当日は３組の参加でした。家族の

愛情をいっぱいうけて、元気に成

長していました。

　去る７月２日に田上中学校２学年の生徒、ＰＴＡの皆さ

んより「認知症サポーター養成講座」を受講していただき

ました。当日は、認知症の理解を深めるための講義、認知

症になってしまった家族にどう接するのが良いかをわかり

やすく寸劇を通して学んでいただきました。

　また、認知症だけでなく「高齢者疑似体験」ということ

で、疑似体験セットを身に付け廊下を歩きました。腰を曲

げて歩くことや、身体の一部が不自由になったときの大変

さを実感していただきました。

　参加された生徒さん、ＰＴＡの方からは「認知症のおば

　　　　　　　あちゃんがいるので接し方を習うことがで

　　　　　　　き参考になった」「認知症の人は大変でつ

　　　　　　　らい祖父母が認知症になったら家族に接し

　　　　　　　方を伝えていきたい」「他人事のように考

　　　　　　　えていたが認知症について学ぶことができ

　　　　　　　良かった。いかしていきたい。」と感想を

　　　　　　　いただきました。

　　　　　　　　みなさんも認知症について正しい理解・

　　　　　　　接し方を学んでみませんか？詳細について

　　　　　　　のお問い合わせは地域包括支援センター☎
　　　　　　　５７－６２２０までご連絡ください。

①母の名前　　②赤ちゃんの名前・読み方　　③名前の由来など

①平井　弘美
②栞（しおり）
③栞には本の栞以外にも人々の道しる
　べという意味があり、みんなの見本
　となるような人になってほしい
　から。

①鎌田　伸恵
②恵万（えま）
③私から1文字つけました。
　万事恵まれますようにとの
　願いも込めてあります。

①諸橋　知美
②采芽（あやめ）
③多くの幸せを手に入れるように。
　いつまでも初々しく。　

１０
月
１
日
は「
法
の
日
」

発
火
危
険
が
あ
り
ま
す
！

栄
養
教
室（
食
生
活
改
善

推
進
員
養
成
講
座
）

　　　　　　　　　　参
加
者
募
集

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
及
び

「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
」

講
演
会
の
開
催
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町外5,000円（1枠1か月）

町内3,000円（1枠1か月）

町外5,000円（1枠1か月）

有料広告募集中！
ぜひ、ＰＲの場に活用してみませんか？

町の広報媒体を活用して大きな宣伝効果が期待できます。
広報きずな・ホームページに掲載する広告を募集中です！

申込・問い合わせ：役場総務課企画財政係　☎５７－６２２２

町内3,000円（1枠1か月）〔掲載料〕

有
料
広
告

有
料
広
告

１泊２日バス旅行 土日利用で町内・グループ旅行に最適！

10月22日（土）発 出発確定

ＪＡにいがた南蒲旅行センター☎0256-45-7300
新潟県知事登録旅行業 第2-353号 全国旅行業協会会員 FAX0256-45-7730
総合旅行業取扱管理者 田伏 司・徳永芳

※眠っている旅行券ありませんか？ＪＴＢ・近ツー・農協観光旅行券取り扱っております。

お申込み・お問い合せは 平日8：30～18：00 第２・４土曜日9：30～16：00（１１月まで）

ＪＡにいがた南蒲旅行センター 検索

ＪＡにいがた南蒲 特別企画 旅行代金３２,８００円（4～５名１室）

南信州 天竜水神温泉の旅

11月12日（土）発 出発確定間近
なまはげの里 男鹿半島の旅

10月29日（土）発 出発確定

東北うまいもん 松島遊覧かき三昧の旅

有
料
広
告

有
料
広
告

 

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222

0.076 

0.074 

0.076 

0.070 

0.072 

0.070 

0.066 

0.070 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 曇り13時10分～

測定日時
8月17日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

問い合わせ：役場産業振興課　57-6225

　湯田上温泉では、古くから地元や近郷のお客様の無病息災を祈る「丑湯

の日」の風習があり、花火や音楽会、夜店などが行われてきました。この

「丑湯の日」の風習にならい、今年も田上町・湯田上温泉をご愛顧いただ

いている皆さまへの感謝をこめて、おもてなしの心をコンセプトに「温泉

まつり」を開催します！

◇期　　間　９月９日（金）～10月１日（土）

◇会　　場　護摩堂ふれあい広場、東龍寺、豪農の館「椿寿荘」ほか

◇イベント　９/９,16,23,30(金)　湯田上温泉落語

　　　　　　９/17(土)　名刹「東龍寺」で聴く

　　　　　　　　　　　「クラシック・コンサート」

　　　　　　９/24(土)　縁日（護摩堂ふれあい広場にて）

　　　　　　９/25(日)　華蔵院のお茶会

　　　　　　10/１(土)　全国社会人落語祭り５

　　　　　　　　　　 　※出演：水都家艶笑ほか

　　　　　　
各イベントの詳細はお問合せ下さい。

第7回　温泉まつり開催します

問い合わせ：役場産業振興課　☎57-6225

みなとやえんしょう
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町外5,000円（1枠1か月）

町内3,000円（1枠1か月）

町外5,000円（1枠1か月）

有料広告募集中！
ぜひ、ＰＲの場に活用してみませんか？

町の広報媒体を活用して大きな宣伝効果が期待できます。
広報きずな・ホームページに掲載する広告を募集中です！

申込・問い合わせ：役場総務課企画財政係　☎５７－６２２２

町内3,000円（1枠1か月）〔掲載料〕

有
料
広
告

有
料
広
告

１泊２日バス旅行 土日利用で町内・グループ旅行に最適！

10月22日（土）発 出発確定

ＪＡにいがた南蒲旅行センター☎0256-45-7300
新潟県知事登録旅行業 第2-353号 全国旅行業協会会員 FAX0256-45-7730
総合旅行業取扱管理者 田伏 司・徳永芳

※眠っている旅行券ありませんか？ＪＴＢ・近ツー・農協観光旅行券取り扱っております。

お申込み・お問い合せは 平日8：30～18：00 第２・４土曜日9：30～16：00（１１月まで）

ＪＡにいがた南蒲旅行センター 検索

ＪＡにいがた南蒲 特別企画 旅行代金３２,８００円（4～５名１室）

南信州 天竜水神温泉の旅

11月12日（土）発 出発確定間近
なまはげの里 男鹿半島の旅

10月29日（土）発 出発確定

東北うまいもん 松島遊覧かき三昧の旅

有
料
広
告

有
料
広
告

 

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222

0.076 

0.074 

0.076 

0.070 

0.072 

0.070 

0.066 

0.070 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 曇り13時10分～

測定日時
8月17日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

問い合わせ：役場産業振興課　57-6225

　湯田上温泉では、古くから地元や近郷のお客様の無病息災を祈る「丑湯

の日」の風習があり、花火や音楽会、夜店などが行われてきました。この

「丑湯の日」の風習にならい、今年も田上町・湯田上温泉をご愛顧いただ

いている皆さまへの感謝をこめて、おもてなしの心をコンセプトに「温泉

まつり」を開催します！

◇期　　間　９月９日（金）～10月１日（土）

◇会　　場　護摩堂ふれあい広場、東龍寺、豪農の館「椿寿荘」ほか

◇イベント　９/９,16,23,30(金)　湯田上温泉落語

　　　　　　９/17(土)　名刹「東龍寺」で聴く

　　　　　　　　　　　「クラシック・コンサート」

　　　　　　９/24(土)　縁日（護摩堂ふれあい広場にて）

　　　　　　９/25(日)　華蔵院のお茶会

　　　　　　10/１(土)　全国社会人落語祭り５

　　　　　　　　　　 　※出演：水都家艶笑ほか

　　　　　　
各イベントの詳細はお問合せ下さい。

第7回　温泉まつり開催します

問い合わせ：役場産業振興課　☎57-6225

みなとやえんしょう
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新鮮 環境 安心
元気 食育

新鮮 環境 安心
元気 食育

みんなで取り組もう　田上の食育！（7）
地産地消の推進！　（第2次田上町食育推進計画の基本目標）

　地産地消とは、「地元で作られたものを地元で食べる」という意味です。平成26年度の

町民の健康に関するアンケート調査で、50歳代以上の女性と60歳代以上の男性の半数以

上は地元（新潟県）産の野菜を選ぶようにしていますが、若い世代ほど地元の野菜を選

ぶ人は少なくなっています。

　地産地消は、健康づくりや地域の活性化、食料自給率の向上につながります。私たち、

一人ひとりが地元でとれた食材のよさを知り、地元の食材を積極的に選ぶようにしまし

ょう。

地産地消のよいところ

問い合わせ：町地域包括支援センター　57-6112

問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112

大きさや形はま

ちまちですが、

とれたての野菜

はおいしく、栄

養価も高い。

地元で作ったものを地元で

消費するので、地域経済が

活性化する。

地元の食材を知ることで、

食文化を守り、食の大切

さを感じることができる。

産地が近いので、

食材を運ぶ燃料

が減り、環境に

もやさしい。

生産者と消費者

の顔が見え、話

ができる関係は、

信頼と安心を生

み出す。

　
９
月
24
日
か
ら
９
月
30
日
は
「
結

核
予
防
週
間
」
で
す
。
結
核
は
昔
の

病
気
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
平
成

27
年
に
は
、
新
潟
県
内
で
新
た
に
２

３
２
人
の
方
が
結
核
と
診
断
さ
れ
て

お
り
、
今
も
あ
る
感
染
症
で
す
。
そ

の
症
状
は
、
せ
き
や
微
熱
と
い
っ
た

風
邪
の
症
状
と
似
て
い
ま
す
が
、
結

核
の
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
症
状
が
長

く
続
き
、
な
か
な
か
治
ら
な
い
こ
と

が
特
徴
で
す
。
診
断
が
遅
れ
る
と
、

た
ん
の
中
に
結
核
菌
が
で
て
き
て
、

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
し
た
時
に
空
気

中
に
飛
び
だ
し
ま
す
。
そ
れ
を
周
囲

の
人
が
吸
い
込
ん
で
し
ま
う
と
、
そ

の
人
に
も
結
核
菌
の
感
染
が
ひ
ろ
が

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
結
核
は
、
薬
を

飲
め
ば
治
る
病
気
で
す
。
風
邪
の
よ

う
な
症
状
が
２
週
間
以
上
続
く
場
合

は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
県
三
条
地
域
振
興
局

　
健
康
福
祉
環
境
部

　
　☎
36
―
２
３
６
２

　
肝
臓
専
門
医
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
日
頃
の
診
療
で
は
聞
け

な
い
こ
と
や
最
新
治
療
に
つ
い
て
、

じ
っ
く
り
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
は
無
料
、
事
前
に
お
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
お
申
し
込
み
は
、
各

回
と
も
開
催
日
の
前
日
ま
で
。

▽
日
時

　
10
月
29
日（
土
）、
11
月
12
日（
土
）

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

▽
会
場
　
新
潟
県
三
条
保
健
所

▽
対
象
者
　
肝
炎
患
者
及
び
そ
の
家

　
族
、
病
気
や
治
療
法
に
つ
い
て
聞

　
き
た
い
方
、
専
門
医
に
相
談
を
希

　
望
す
る
方
等

▽
内
容

　
肝
臓
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
会

▽
相
談
医
　
燕
労
災
病
院
副
委
員
長

　
小
方
　
則
夫

▽
定
員
　
各
回
定
員
５
名
程
度

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
三
条
保
健
所
医
薬
予
防
課

　
保
健
予
防
係

　
　☎
36
―
２
３
６
２

 

■勤 務 内 容　給食調理全般、施設内整理・清掃業務等

■採用予定人数　月12日程度の非常勤職員　１名

■勤 務 日 数　月12日程度、勤務日の調理内容により①か②の勤務体系で行います。

　　　　　　　①７時間45分（午前８時10分～午後４時55分）

　　　　　　　②午前中４時間（午前８時10分～午後12時10分）

　　　　　　　※毎月の勤務日数は学校の給食実施日数等の関係で変動します。

■雇用予定条件　＜調理師免許がある場合＞

　　　　　　　　日額7,360円（7.75時間勤務の場合）、時給950円（午前中勤務の場合）

　　　　　　　＜調理師免許がない場合＞

　　　　　　　　日額6,970円（7.75時間勤務の場合）、時給900円（午前中勤務の場合）

　　　　　　　＜調理師免許の有無にかかわらず共通事項＞

　　　　　　　　・年次有給休暇付与、雇用保険加入

　　　　　　　　・通勤距離が勤務地より２㎞以上の方は通勤手当支給

　　　　　　　　・勤務は10月中旬以降となります。

■応 募 資 格　・平成28年４月１日時点で65歳未満の方

　　　　　　　・調理員資格は必須としませんが、調理員資格のある方は賃金の面で優遇があります。

　　　　　　　・心身ともに健康で、子どもたちのおいしい給食づくりに意欲のある方

　　　　　　　・地方公務員法第16条の欠格事項に該当しない方

　　　　　　（欠格条項）

　　　　　　　一　成年被後見又は被保佐人

　　　　　　　二　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者

　　　　　　　三　当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から二年を経過しない者

　　　　　　　四　人事委員会又は公平委員会の委員の職にあつて、第五章に規定する罪を犯し刑に処せられた者

　　　　　　　五　日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊すること

　　　　　　　　　を主張する政党その他の団体を結成し又はこれに加入した者

■選 考 方 法　・第１時選考として書類審査、その後面接で決定します。（面接日は追って通知します）

■申 込 方 法　・田上町教育委員会に用意してある申込書に必要事項記入の上、調理師免許をお持ちの方は免許証の

　　　　　　　　写しを添えて、直接または郵便で田上町教育委員会までご提出ください。

■申 込 締 切　平成28年９月26日（月）午後５時必着

■問い合わせ・提出先　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地　田上町教育委員会　℡0256-57-6114

　　　　　　　　　　　（電話でのお問い合わせ受付時間：土日除く午前８時30分～午後５時15分）

学校給食共同調理場勤務の臨時職員（調理員）の下記のとおり募集します。

田上町臨時職員（調理員）を募集します

長
引
く
咳
に
ご
注
意
！

　　　　～
結
核
予
防
週
間
～

肝
臓
専
門
医
に
よ
る

　　　　　　　　　　肝
炎
相
談
会
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新鮮 環境 安心
元気 食育

新鮮 環境 安心
元気 食育

みんなで取り組もう　田上の食育！（7）
地産地消の推進！　（第2次田上町食育推進計画の基本目標）

　地産地消とは、「地元で作られたものを地元で食べる」という意味です。平成26年度の

町民の健康に関するアンケート調査で、50歳代以上の女性と60歳代以上の男性の半数以

上は地元（新潟県）産の野菜を選ぶようにしていますが、若い世代ほど地元の野菜を選

ぶ人は少なくなっています。

　地産地消は、健康づくりや地域の活性化、食料自給率の向上につながります。私たち、

一人ひとりが地元でとれた食材のよさを知り、地元の食材を積極的に選ぶようにしまし

ょう。

地産地消のよいところ

問い合わせ：町地域包括支援センター　57-6112

問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112

大きさや形はま

ちまちですが、

とれたての野菜

はおいしく、栄

養価も高い。

地元で作ったものを地元で

消費するので、地域経済が

活性化する。

地元の食材を知ることで、

食文化を守り、食の大切

さを感じることができる。

産地が近いので、

食材を運ぶ燃料

が減り、環境に

もやさしい。

生産者と消費者

の顔が見え、話

ができる関係は、

信頼と安心を生

み出す。

　
９
月
24
日
か
ら
９
月
30
日
は
「
結

核
予
防
週
間
」
で
す
。
結
核
は
昔
の

病
気
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
平
成

27
年
に
は
、
新
潟
県
内
で
新
た
に
２

３
２
人
の
方
が
結
核
と
診
断
さ
れ
て

お
り
、
今
も
あ
る
感
染
症
で
す
。
そ

の
症
状
は
、
せ
き
や
微
熱
と
い
っ
た

風
邪
の
症
状
と
似
て
い
ま
す
が
、
結

核
の
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
症
状
が
長

く
続
き
、
な
か
な
か
治
ら
な
い
こ
と

が
特
徴
で
す
。
診
断
が
遅
れ
る
と
、

た
ん
の
中
に
結
核
菌
が
で
て
き
て
、

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
し
た
時
に
空
気

中
に
飛
び
だ
し
ま
す
。
そ
れ
を
周
囲

の
人
が
吸
い
込
ん
で
し
ま
う
と
、
そ

の
人
に
も
結
核
菌
の
感
染
が
ひ
ろ
が

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
結
核
は
、
薬
を

飲
め
ば
治
る
病
気
で
す
。
風
邪
の
よ

う
な
症
状
が
２
週
間
以
上
続
く
場
合

は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
県
三
条
地
域
振
興
局

　
健
康
福
祉
環
境
部

　
　☎
36
―
２
３
６
２

　
肝
臓
専
門
医
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
日
頃
の
診
療
で
は
聞
け

な
い
こ
と
や
最
新
治
療
に
つ
い
て
、

じ
っ
く
り
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
は
無
料
、
事
前
に
お
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
お
申
し
込
み
は
、
各

回
と
も
開
催
日
の
前
日
ま
で
。

▽
日
時

　
10
月
29
日（
土
）、
11
月
12
日（
土
）

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

▽
会
場
　
新
潟
県
三
条
保
健
所

▽
対
象
者
　
肝
炎
患
者
及
び
そ
の
家

　
族
、
病
気
や
治
療
法
に
つ
い
て
聞

　
き
た
い
方
、
専
門
医
に
相
談
を
希

　
望
す
る
方
等

▽
内
容

　
肝
臓
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
会

▽
相
談
医
　
燕
労
災
病
院
副
委
員
長

　
小
方
　
則
夫

▽
定
員
　
各
回
定
員
５
名
程
度

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
三
条
保
健
所
医
薬
予
防
課

　
保
健
予
防
係

　
　☎
36
―
２
３
６
２

 

■勤 務 内 容　給食調理全般、施設内整理・清掃業務等

■採用予定人数　月12日程度の非常勤職員　１名

■勤 務 日 数　月12日程度、勤務日の調理内容により①か②の勤務体系で行います。

　　　　　　　①７時間45分（午前８時10分～午後４時55分）

　　　　　　　②午前中４時間（午前８時10分～午後12時10分）

　　　　　　　※毎月の勤務日数は学校の給食実施日数等の関係で変動します。

■雇用予定条件　＜調理師免許がある場合＞

　　　　　　　　日額7,360円（7.75時間勤務の場合）、時給950円（午前中勤務の場合）

　　　　　　　＜調理師免許がない場合＞

　　　　　　　　日額6,970円（7.75時間勤務の場合）、時給900円（午前中勤務の場合）

　　　　　　　＜調理師免許の有無にかかわらず共通事項＞

　　　　　　　　・年次有給休暇付与、雇用保険加入

　　　　　　　　・通勤距離が勤務地より２㎞以上の方は通勤手当支給

　　　　　　　　・勤務は10月中旬以降となります。

■応 募 資 格　・平成28年４月１日時点で65歳未満の方

　　　　　　　・調理員資格は必須としませんが、調理員資格のある方は賃金の面で優遇があります。

　　　　　　　・心身ともに健康で、子どもたちのおいしい給食づくりに意欲のある方

　　　　　　　・地方公務員法第16条の欠格事項に該当しない方

　　　　　　（欠格条項）

　　　　　　　一　成年被後見又は被保佐人

　　　　　　　二　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者

　　　　　　　三　当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から二年を経過しない者

　　　　　　　四　人事委員会又は公平委員会の委員の職にあつて、第五章に規定する罪を犯し刑に処せられた者

　　　　　　　五　日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊すること

　　　　　　　　　を主張する政党その他の団体を結成し又はこれに加入した者

■選 考 方 法　・第１時選考として書類審査、その後面接で決定します。（面接日は追って通知します）

■申 込 方 法　・田上町教育委員会に用意してある申込書に必要事項記入の上、調理師免許をお持ちの方は免許証の

　　　　　　　　写しを添えて、直接または郵便で田上町教育委員会までご提出ください。

■申 込 締 切　平成28年９月26日（月）午後５時必着

■問い合わせ・提出先　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地　田上町教育委員会　℡0256-57-6114

　　　　　　　　　　　（電話でのお問い合わせ受付時間：土日除く午前８時30分～午後５時15分）

学校給食共同調理場勤務の臨時職員（調理員）の下記のとおり募集します。

田上町臨時職員（調理員）を募集します

長
引
く
咳
に
ご
注
意
！

　　　　～
結
核
予
防
週
間
～

肝
臓
専
門
医
に
よ
る

　　　　　　　　　　肝
炎
相
談
会
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平
成
28
年
度
に
策
定
す
る
「
第
５

次
田
上
町
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計

画
）
」
に
町
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
『
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
（1）
田
上
町
に
愛
着
を
感
じ
る
―
16

・
３
％
　

（2）
あ
る
程
度
愛
着
を
感
じ

て
い
る
―
56
・
１
％
　
計
72
・
４
％

ま
た
、
田
上
町
は
住
み
や
す
い
と
こ

ろ
か
、

（1）
と
て
も
住
み
や
す
い
―
14

・
７
％
　

（2）
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
住

み
や
す
い
―
56
・
３
％ 

計
71
％
と

な
り
ま
し
た
。
５
年
前
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
傾
向
を

示
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
限
り
で
は
、

『
田
上
町
は
住
ん
で
よ
い
町
』
と
考

え
て
い
る
町
民
が
70
％
を
超
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
田
上
町
に
住

み
続
け
た
い
か
で
は
、

（1）
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
―
47
・
６

％
　

（2）
当
分
は
住
み
続
け
た
い
―
31

・
４
％
　
計
79
％
と
い
う
結
果
で
あ

り
ま
し
た
。
田
上
町
は
住
ん
で
み
れ

ば
住
み
よ
い
町
で
あ
る
と
い
う
事
に

な
り
そ
う
で
す
。

　
立
地
条
件
と
し
て
は
県
都
新
潟
市

中
心
街
ま
で
車
で
約
40
分
位
、
そ
し

て
長
岡
市
ま
で
も
ほ
ぼ
同
じ
距
離
で

あ
り
、
加
茂
市
、
三
条
市
に
も
近
距

離
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
駅
が
２
か

所
で
あ
る
こ
と
な
ど
通
勤
に
も
便
利

で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
住
み
や
す
い
と
感
じ
る
理
由
と
し

て
、

（1）
自
然
豊
か
、

（2）
災
害
が
少
な
い
、

（3）
農
産
物
に
恵
ま
れ
食
が
豊
か
、

（4）
犯

罪
が
少
な
い
、
と
い
う
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
住
み
に
く
い
理
由
で
は
、

（1）
買
い
物
に
不
便
で
あ
る
、

（2）
バ
ス
や

鉄
道
な
ど
の
交
通
の
便
が
よ
く
な
い
、

（3）
魅
力
あ
る
働
く
場
が
す
く
な
い
、
と

感
じ
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
し
た
。
５

年
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
買
い
物
の
不

便
さ
を
感
じ
て
い
る
方
は
多
い
結
果
で

あ
り
ま
し
た
。
町
内
に
商
店
街
が
十
分

で
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り

規
模
の
大
き
い
商
業
施
設
を
希
望
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
事
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
数
社
の
企
業
と

交
渉
し
て
き
た
経
過
が
あ
り
ま
す
が
、

課
題
は
消
費
者
人
口
が
少
な
い
と
い
う

の
が
こ
れ
ま
で
の
回
答
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
田
上
町
の
課
題

　
町
で
は
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、

現
在（
仮
）地
域
交
流
会
館
の
建
設
の
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
。（
仮
）地
域
交
流

会
館
と
役
場
庁
舎
そ
し
て
『
道
の
駅
』

が
一
体
と
な
り
田
上
町
の
中
心
拠
点
と

し
て
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
既
に
ご
承

知
の
よ
う
に
現
在
計
画
し
て
い
る
『
道

の
駅
』
は
国
か
ら
『
重
点
道
の
駅
』
と

指
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
国
、
県
と
町

が
一
体
と
な
っ
て
建
設
を
進
め
て
い
く

も
の
で
す
。
福
祉
の
向
上
も
こ
の
構
想

の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
人
口
減
少

問
題
の
克
服
と
地
域
活
力
の
向
上
に
む

け
て
必
要
な
こ
と
と
感
じ
て
い
た
の
は
、

（1）
働
く
場
を
増
や
す
、

（2）
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
、

（3）
若
者
に
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
等
で
し
た
。
町
と
し
て

は
こ
れ
ら
の
問
題
解
決
の
た
め
一
層
の

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
特
に
、
若
者
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
は
具
体
的
に
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る

た
め
に
は
、

（1）
民
間
企
業
の
誘
致
・
育

成
、

（2）
地
場
産
業
の
育
成
と
担
い
手
育

成
の
２
つ
が
多
く
の
町
民
が
望
ん
で
い

る
事
で
し
た
。
特
に

（2）
地
場
産
業
の
育

成
と
担
い
手
の
育
成
の
一
つ
に
田
上
町

と
し
て
は
農
業
も
当
然
重
要
な
産
業
と

し
て
位
置
づ
け
を
し
て
、
何
を
ブ
ラ
ン

ド
農
産
物
に
し
て
い
く
の
か
を
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
、
都
会
の
若
者
の
一
部
に

は

〝農
業〟

に
向
い
て
い
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
生
活
で
き
る
農
業
を
目

指
し
て
い
く
事
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
田
上
町
の
発
展
の
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
農
業
の
推
進
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　
今
回
、
初
め
て
中
学
生
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
校
生
徒

３
２
０
名
の
う
ち
回
答
し
た
生
徒
が
３

１
１
名
で
97
・
２
％
の
回
収
率
で
し
た
。

中
学
生
ら
し
い
意
見
が
多
く
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
田
上
町
の
将
来
を
真
剣
に
考

え
て
い
た
だ
い
た
事
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
田
上
町
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
大

人
の
考
え
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
で
あ
り
ま

し
た
。

　
中
学
生
の
声
を
田
上
町
に
活
か
す
方

法
で
は
、

（1）
学
校
の
授
業
で
町
づ
く
り

に
ふ
れ
る
機
会
を
増
や
す
、

（2）
田
上
町

広
報
「
き
ず
な
」
に
中
学
生
コ
ー
ナ
ー

を
作
る
、

（3）
生
徒
会
と
町
長
が
意
見
交

換
を
行
う
機
会
を
つ
く
る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

利
用
し
て
自
由
に
意
見
を
書
き
込
め
る

環
境
を
整
え
る
、
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
田
上
町
広
報
「
き
ず
な
」
に
中

学
生
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
る
事
は
検
討
の

余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
次
に
、
自
分
が
町
長
で
あ
っ
た
ら
や

っ
て
み
た
い
事
で
は
、
自
然
保
護
、
花

を
植
え
る
な
ど
の
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
意
見
や
、

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
、
体
育
館
の
新
設
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
に
関
す
る
意

見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
大
型
ス
ー
パ

ー
、
町
民
イ
ベ
ン
ト
、
交
流
の
場
を
計

画
す
る
な
ど
、
町
の
発
展
を
多
く
の
中

学
生
が
望
ん
で
い
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
希
望
を
少
し
で
も
実
現
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
ら
い
、
と
肝
に
銘
じ
た
次
第
で

す
。

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

9/16～10/15

10
月

9
月

17 土

18 日

19 月

20 火

21 水

22 木

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 金

育児学級(平成28年3～4月生まれ）

補聴器相談（リオン）

受付13：00～13：30

10：00～10：30

保健福祉センター

役場

栄養教室

湯っ多里館休館日

受付9：00～9：30 保健福祉センター

胃がん検診

元気はつらつ教室

7：00～10：00

13：30～15：30

保健福祉センター

保健福祉センター

糖尿病教室

補聴器相談（リオン）

受付9：00～9：30

10：00～10：30

保健福祉センター

役場

育児相談会

心と体の相談会

9：00～11：00

9：00～11：30

子育て支援センター

保険衛生センター

1歳半児健診（平成27年1～2月生まれ）

2歳児歯科健診（平成26年7～8月生まれ）

受付12：45～13：15

受付12：50～13：20

保健福祉センター

保健福祉センター

【休日診療当番医】　堀内医院（加茂市加茂新田） 52-0953　　〈時間〉9：00～17：00

乳児健診（平成28年5月生まれ）

ロビーコンサート

受付12：50～13：20

12：15～12：45

保健福祉センター

役場

機能訓練

育児相談会

10：00～15：00

9：00～11：00

保健福祉センター

子育て支援センター

元気はつらつ教室 13：30～15：30 保健福祉センター

【休日診療当番医】　いからし小児科アレルギークリニック（加茂市幸町） 53-2250　　〈時間〉9：00～17：00

【休日診療当番医】　さくらクリニック（加茂市寿町） 52-9511　　〈時間〉9：00～17：00

【休日診療当番医】　本間医院（加茂市後須田） 52-8936　　〈時間〉9：00～17：00

心と体の相談会 9：00～11：30 保健福祉センター

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

【休日診療当番医】　皆川小児科医院（加茂市神明町） 53-3530　　〈時間〉9：00～17：00

機能訓練 10：00～15：00 保健福祉センター

両親学級（平成29年1～2月出産予定者) 受付9：00～9：30 保健福祉センター

【休日診療当番医】　遠藤整形外科（加茂市幸町） 53-3838　　〈時間〉9：00～17：00

【休日診療当番医】　みながわ整形外科（加茂市番田） 53-3877　　〈時間〉9：00～17：00

10ヶ月児すくすく学級（平成27年11～12月生まれ） 受付9：30～ 保健福祉センター

乳児健診（平成28年6月生まれ） 受付12：50～13：20 保健福祉センター

田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その171）

住んでよい町・田上
　　　　―約７割を超える―
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平
成
28
年
度
に
策
定
す
る
「
第
５

次
田
上
町
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計

画
）
」
に
町
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
『
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
（1）
田
上
町
に
愛
着
を
感
じ
る
―
16

・
３
％
　

（2）
あ
る
程
度
愛
着
を
感
じ

て
い
る
―
56
・
１
％
　
計
72
・
４
％

ま
た
、
田
上
町
は
住
み
や
す
い
と
こ

ろ
か
、

（1）
と
て
も
住
み
や
す
い
―
14

・
７
％
　

（2）
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
住

み
や
す
い
―
56
・
３
％ 

計
71
％
と

な
り
ま
し
た
。
５
年
前
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
傾
向
を

示
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
限
り
で
は
、

『
田
上
町
は
住
ん
で
よ
い
町
』
と
考

え
て
い
る
町
民
が
70
％
を
超
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
田
上
町
に
住

み
続
け
た
い
か
で
は
、

（1）
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
―
47
・
６

％
　

（2）
当
分
は
住
み
続
け
た
い
―
31

・
４
％
　
計
79
％
と
い
う
結
果
で
あ

り
ま
し
た
。
田
上
町
は
住
ん
で
み
れ

ば
住
み
よ
い
町
で
あ
る
と
い
う
事
に

な
り
そ
う
で
す
。

　
立
地
条
件
と
し
て
は
県
都
新
潟
市

中
心
街
ま
で
車
で
約
40
分
位
、
そ
し

て
長
岡
市
ま
で
も
ほ
ぼ
同
じ
距
離
で

あ
り
、
加
茂
市
、
三
条
市
に
も
近
距

離
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
駅
が
２
か

所
で
あ
る
こ
と
な
ど
通
勤
に
も
便
利

で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
住
み
や
す
い
と
感
じ
る
理
由
と
し

て
、

（1）
自
然
豊
か
、

（2）
災
害
が
少
な
い
、

（3）
農
産
物
に
恵
ま
れ
食
が
豊
か
、

（4）
犯

罪
が
少
な
い
、
と
い
う
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
住
み
に
く
い
理
由
で
は
、

（1）
買
い
物
に
不
便
で
あ
る
、

（2）
バ
ス
や

鉄
道
な
ど
の
交
通
の
便
が
よ
く
な
い
、

（3）
魅
力
あ
る
働
く
場
が
す
く
な
い
、
と

感
じ
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
し
た
。
５

年
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
買
い
物
の
不

便
さ
を
感
じ
て
い
る
方
は
多
い
結
果
で

あ
り
ま
し
た
。
町
内
に
商
店
街
が
十
分

で
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り

規
模
の
大
き
い
商
業
施
設
を
希
望
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
事
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
数
社
の
企
業
と

交
渉
し
て
き
た
経
過
が
あ
り
ま
す
が
、

課
題
は
消
費
者
人
口
が
少
な
い
と
い
う

の
が
こ
れ
ま
で
の
回
答
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
田
上
町
の
課
題

　
町
で
は
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、

現
在（
仮
）地
域
交
流
会
館
の
建
設
の
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
。（
仮
）地
域
交
流

会
館
と
役
場
庁
舎
そ
し
て
『
道
の
駅
』

が
一
体
と
な
り
田
上
町
の
中
心
拠
点
と

し
て
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
既
に
ご
承

知
の
よ
う
に
現
在
計
画
し
て
い
る
『
道

の
駅
』
は
国
か
ら
『
重
点
道
の
駅
』
と

指
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
国
、
県
と
町

が
一
体
と
な
っ
て
建
設
を
進
め
て
い
く

も
の
で
す
。
福
祉
の
向
上
も
こ
の
構
想

の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
人
口
減
少

問
題
の
克
服
と
地
域
活
力
の
向
上
に
む

け
て
必
要
な
こ
と
と
感
じ
て
い
た
の
は
、

（1）
働
く
場
を
増
や
す
、

（2）
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
、

（3）
若
者
に
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
等
で
し
た
。
町
と
し
て

は
こ
れ
ら
の
問
題
解
決
の
た
め
一
層
の

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
特
に
、
若
者
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
は
具
体
的
に
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る

た
め
に
は
、

（1）
民
間
企
業
の
誘
致
・
育

成
、

（2）
地
場
産
業
の
育
成
と
担
い
手
育

成
の
２
つ
が
多
く
の
町
民
が
望
ん
で
い

る
事
で
し
た
。
特
に

（2）
地
場
産
業
の
育

成
と
担
い
手
の
育
成
の
一
つ
に
田
上
町

と
し
て
は
農
業
も
当
然
重
要
な
産
業
と

し
て
位
置
づ
け
を
し
て
、
何
を
ブ
ラ
ン

ド
農
産
物
に
し
て
い
く
の
か
を
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
、
都
会
の
若
者
の
一
部
に

は

〝農
業〟

に
向
い
て
い
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
生
活
で
き
る
農
業
を
目

指
し
て
い
く
事
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
田
上
町
の
発
展
の
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
農
業
の
推
進
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　
今
回
、
初
め
て
中
学
生
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
校
生
徒

３
２
０
名
の
う
ち
回
答
し
た
生
徒
が
３

１
１
名
で
97
・
２
％
の
回
収
率
で
し
た
。

中
学
生
ら
し
い
意
見
が
多
く
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
田
上
町
の
将
来
を
真
剣
に
考

え
て
い
た
だ
い
た
事
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
田
上
町
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
大

人
の
考
え
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
で
あ
り
ま

し
た
。

　
中
学
生
の
声
を
田
上
町
に
活
か
す
方

法
で
は
、

（1）
学
校
の
授
業
で
町
づ
く
り

に
ふ
れ
る
機
会
を
増
や
す
、

（2）
田
上
町

広
報
「
き
ず
な
」
に
中
学
生
コ
ー
ナ
ー

を
作
る
、

（3）
生
徒
会
と
町
長
が
意
見
交

換
を
行
う
機
会
を
つ
く
る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

利
用
し
て
自
由
に
意
見
を
書
き
込
め
る

環
境
を
整
え
る
、
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
田
上
町
広
報
「
き
ず
な
」
に
中

学
生
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
る
事
は
検
討
の

余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
次
に
、
自
分
が
町
長
で
あ
っ
た
ら
や

っ
て
み
た
い
事
で
は
、
自
然
保
護
、
花

を
植
え
る
な
ど
の
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
意
見
や
、

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
、
体
育
館
の
新
設
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
に
関
す
る
意

見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
大
型
ス
ー
パ

ー
、
町
民
イ
ベ
ン
ト
、
交
流
の
場
を
計

画
す
る
な
ど
、
町
の
発
展
を
多
く
の
中

学
生
が
望
ん
で
い
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
希
望
を
少
し
で
も
実
現
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
ら
い
、
と
肝
に
銘
じ
た
次
第
で

す
。

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

9/16～10/15

10
月

9
月

17 土

18 日

19 月

20 火

21 水

22 木

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 金

育児学級(平成28年3～4月生まれ）

補聴器相談（リオン）

受付13：00～13：30

10：00～10：30

保健福祉センター

役場

栄養教室

湯っ多里館休館日

受付9：00～9：30 保健福祉センター

胃がん検診

元気はつらつ教室

7：00～10：00

13：30～15：30

保健福祉センター

保健福祉センター

糖尿病教室

補聴器相談（リオン）

受付9：00～9：30

10：00～10：30

保健福祉センター

役場

育児相談会

心と体の相談会

9：00～11：00

9：00～11：30

子育て支援センター

保険衛生センター

1歳半児健診（平成27年1～2月生まれ）

2歳児歯科健診（平成26年7～8月生まれ）

受付12：45～13：15

受付12：50～13：20

保健福祉センター

保健福祉センター

【休日診療当番医】　堀内医院（加茂市加茂新田） 52-0953　　〈時間〉9：00～17：00

乳児健診（平成28年5月生まれ）

ロビーコンサート

受付12：50～13：20

12：15～12：45

保健福祉センター

役場

機能訓練

育児相談会

10：00～15：00

9：00～11：00

保健福祉センター

子育て支援センター

元気はつらつ教室 13：30～15：30 保健福祉センター

【休日診療当番医】　いからし小児科アレルギークリニック（加茂市幸町） 53-2250　　〈時間〉9：00～17：00

【休日診療当番医】　さくらクリニック（加茂市寿町） 52-9511　　〈時間〉9：00～17：00

【休日診療当番医】　本間医院（加茂市後須田） 52-8936　　〈時間〉9：00～17：00

心と体の相談会 9：00～11：30 保健福祉センター

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

【休日診療当番医】　皆川小児科医院（加茂市神明町） 53-3530　　〈時間〉9：00～17：00

機能訓練 10：00～15：00 保健福祉センター

両親学級（平成29年1～2月出産予定者) 受付9：00～9：30 保健福祉センター

【休日診療当番医】　遠藤整形外科（加茂市幸町） 53-3838　　〈時間〉9：00～17：00

【休日診療当番医】　みながわ整形外科（加茂市番田） 53-3877　　〈時間〉9：00～17：00

10ヶ月児すくすく学級（平成27年11～12月生まれ） 受付9：30～ 保健福祉センター

乳児健診（平成28年6月生まれ） 受付12：50～13：20 保健福祉センター

田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その171）

住んでよい町・田上
　　　　―約７割を超える―
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羽生田　　　小林　タネ（88）

清水沢　　　佐藤　德一（95）

川船河　　　石井　　勇（76）

青　海　　　本間　節子（95）

上横場　　　山本　矩子（72）

原ケ崎　　　佐野　　忠（80）

川船河　　　近藤　二郎（73）

羽生田　　　髙橋　フミ（94）

本田上　　　岩渕　六郎（80）

下吉田　　　後藤　　茂（71）

下吉田　　　庭野　晃子（60）

川船河　　　樋口　トク（101）

中　店　　　石附　ハナ（100）

羽生田　　　神田　文江（93）

石　田　　　北　　量子（61）
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動

参
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選
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い
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（
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湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
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岡
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尚
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清
水
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近
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健
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イ
チ
ロ
ー
さ
ん
努
力
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御
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本
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が
と
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喧
嘩
後
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
は
二
人
連
れ

忘
れ
た
い
事
ほ
ど
ハ
ッ
キ
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覚
え
て
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も
う
一
度
あ
っ
て
み
た
い
な
窓
の
月

ご結婚おめでとう

お　く　や　み

7／26～8／25届出分、
敬称略

下中村　　　小嶋　佑馬・あゆみ（八木）

中　店　　　馬場　洋一・咲子（石井）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

◇日　　時　10月11日（火）8：30～17：00ごろ

◇行 き 先　新発田市方面

◇参 加 費　2,000円（当日お持ちください）　　　　　

◇行 き 先　新発田城、清水園、足軽長屋、諏訪神社

◇参加資格　70歳以上の方

◇申し込み　9月30日（金）までに下記問い合わせ

　　　　　　先まで電話でお申し込みください。

◆問い合わせ：田上ロータリークラブ　

　　　　　　会長　高橋勝之

　　　　　　☎46-0137又は☎090-1000-5997

◇日　時　10月2日（日）午前10時～午後3時まで

◇会　場　加茂商工会議所

◆問い合わせ：新潟県社会保険労務士会

　　　　　　三条支部　若森　☎090-2528-9340

田上ロータリークラブ主催
「さわやかドライブ」に参加しませんか

　遺言、成年後見、相続、農地転用、各種営業許

可、自動車登録など、気軽な相談の場としてご活

用ください。

◇日　時　10月2日（日）午前10時～午後4時まで

◇会　場　三条市：ソレイユ三条

　　　　　加茂市：上町コミュニティーセンター

◆問い合わせ：新潟県行政書士会三条支部

　　　　　　　支部長　善養寺貴洋　☎57-3988

行政書士業務無料相談会

労務・年金無料相談会

来年４月に採用する各種学生の採用試験を行います。

◇防衛医科大学校医学科学生

　　試験日：10月29日（土）、30日（日）

◇防衛医科大学校看護学科学生

　　試験日：10月15日（土）

◇防衛大学校学生一般

　　試験日：11月5日（土）、6日（日）

●応募資格　高卒（見込含）21歳未満の男子・女子

●受付期間　9月5日（月）～30日（金）

◆問い合わせ：自衛隊新潟地方協力本部

　　　　　　　　　　　　加茂地域事務所　☎52-5222

　債務整理、近隣トラブル、離婚、相続など身の

回りの法律に関するお悩みに弁護士立ち合いのも

と、学生が回答いたします。

◇日　　時　11月13日（日）※参加費無料

◇会　　場　万代市民会館

◇申し込み　事前に電話による申し込みが必要です。

　【電話受付日程】

　　10月28日（金）13：00～18：00

　　10月29日（土）、30日（日）10：00～18：00

　　☎025-261-0788 または 025-262-8001まで

◆問い合わせ：新潟大学法律相談部　鈴木雅史

防衛医科大学校医学科・看護学科防衛大学校
一般（前期日程）学生採用試験

◇日　時　9月24日（土）午後2時～4時

◇会　場　田上町公民館　※入場無料

◇内　容　『自然の宝庫　屋久島』

　　　　　ほか全４作品

◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

第238回 16ミリ映写会

新潟大学法律相談部後期無料法律相談会

　毎回、有力企業のトップ人をお招きして講演し

ていただきます。学生達と企業の最先端の内容に

触れられる貴重な機会です。講義内容は大学ホー

ムページ（http://www.niigataum.jp）をご覧くだ

さい。

◇日　時　平成28年10月５日（水）から

　　　　　平成29年１月18日（水）全12回

　　　　　午前１時～午後２時半　

◇会　場　新潟経営大学　※受講料無料

◆問い合わせ：

　新潟経営大学就職指導課　☎53-3016

新潟経営大学
「経営トップセミナー」

シリーズ講座（全2回）『Movie Makerで写真整理』
◇講　師　段王れい子（経営情報学部准教授）
◇場　所　新潟経営大学
　【その１．Movie Maker の使い方を学ぼう！】
◇日　時　9月27日（火）18：30～20：00
　【その２．自分の撮った写真でムービー作り】
◇日　時　10月4日（火）18：30～20：00
◇定　員　15名　※受講料無料
●申し込み期限　９月26日（月）
●申し込み方法
　電話またはメールで以下をお申し出下さい。
　①講座名　②受講者氏名　③電話番号
　④お住まいの市町村
●申し込み・問い合わせ：新潟経営大学総務課
　☎53-3000　Mail : koza@duck.niigataum.ac.jp

新潟経営大学公開講座

赤ちゃん誕生

本田上　　　安中　聖那（徹・紗季） 

川船河　　　中野　斗陽（史朗・美幸）
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明
治
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。
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。
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な
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よ
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。
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を
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て
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羽生田　　　小林　タネ（88）

清水沢　　　佐藤　德一（95）

川船河　　　石井　　勇（76）

青　海　　　本間　節子（95）

上横場　　　山本　矩子（72）

原ケ崎　　　佐野　　忠（80）

川船河　　　近藤　二郎（73）

羽生田　　　髙橋　フミ（94）

本田上　　　岩渕　六郎（80）

下吉田　　　後藤　　茂（71）

下吉田　　　庭野　晃子（60）

川船河　　　樋口　トク（101）

中　店　　　石附　ハナ（100）

羽生田　　　神田　文江（93）

石　田　　　北　　量子（61）
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喧
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は
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連
れ
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ッ
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リ
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も
う
一
度
あ
っ
て
み
た
い
な
窓
の
月

ご結婚おめでとう

お　く　や　み

7／26～8／25届出分、
敬称略

下中村　　　小嶋　佑馬（八木）・あゆみ

中　店　　　馬場　洋一・咲子（石井）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

◇日　　時　10月11日（火）8：30～17：00ごろ

◇行 き 先　新発田市方面

◇参 加 費　2,000円（当日お持ちください）　　　　　

◇行 き 先　新発田城、清水園、足軽長屋、諏訪神社

◇参加資格　70歳以上の方

◇申し込み　9月30日（金）までに下記問い合わせ

　　　　　　先まで電話でお申し込みください。

◆問い合わせ：田上ロータリークラブ　

　　　　　　会長　高橋勝之

　　　　　　☎46-0137又は☎090-1000-5997

◇日　時　10月2日（日）午前10時～午後3時まで

◇会　場　加茂商工会議所

◆問い合わせ：新潟県社会保険労務士会

　　　　　　三条支部　若森　☎090-2528-9340

田上ロータリークラブ主催
「さわやかドライブ」に参加しませんか

　遺言、成年後見、相続、農地転用、各種営業許

可、自動車登録など、気軽な相談の場としてご活

用ください。

◇日　時　10月2日（日）午前10時～午後4時まで

◇会　場　三条市：ソレイユ三条

　　　　　加茂市：上町コミュニティーセンター

◆問い合わせ：新潟県行政書士会三条支部

　　　　　　　支部長　善養寺貴洋　☎57-3988

行政書士業務無料相談会

労務・年金無料相談会

来年４月に採用する各種学生の採用試験を行います。

◇防衛医科大学校医学科学生

　　試験日：10月29日（土）、30日（日）

◇防衛医科大学校看護学科学生

　　試験日：10月15日（土）

◇防衛大学校学生一般

　　試験日：11月5日（土）、6日（日）

●応募資格　高卒（見込含）21歳未満の男子・女子

●受付期間　9月5日（月）～30日（金）

◆問い合わせ：自衛隊新潟地方協力本部

　　　　　　　　　　　　加茂地域事務所　☎52-5222

　債務整理、近隣トラブル、離婚、相続など身の

回りの法律に関するお悩みに弁護士立ち合いのも

と、学生が回答いたします。

◇日　　時　11月13日（日）※参加費無料

◇会　　場　万代市民会館

◇申し込み　事前に電話による申し込みが必要です。

　【電話受付日程】

　　10月28日（金）13：00～18：00

　　10月29日（土）、30日（日）10：00～18：00

　　☎025-261-0788 または 025-262-8001まで

◆問い合わせ：新潟大学法律相談部　鈴木雅史

防衛医科大学校医学科・看護学科防衛大学校
一般（前期日程）学生採用試験

◇日　時　9月24日（土）午後2時～4時

◇会　場　田上町公民館　※入場無料

◇内　容　『自然の宝庫　屋久島』

　　　　　ほか全４作品

◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

第238回 16ミリ映写会

新潟大学法律相談部後期無料法律相談会

　毎回、有力企業のトップ人をお招きして講演し

ていただきます。学生達と企業の最先端の内容に

触れられる貴重な機会です。講義内容は大学ホー

ムページ（http://www.niigataum.jp）をご覧くだ

さい。

◇日　時　平成28年10月５日（水）から

　　　　　平成29年１月18日（水）全12回

　　　　　午前１時～午後２時半　

◇会　場　新潟経営大学　※受講料無料

◆問い合わせ：

　新潟経営大学就職指導課　☎53-3016

新潟経営大学
「経営トップセミナー」

シリーズ講座（全2回）『Movie Makerで写真整理』
◇講　師　段王れい子（経営情報学部准教授）
◇場　所　新潟経営大学
　【その１．Movie Maker の使い方を学ぼう！】
◇日　時　9月27日（火）18：30～20：00
　【その２．自分の撮った写真でムービー作り】
◇日　時　10月4日（火）18：30～20：00
◇定　員　15名　※受講料無料
●申し込み期限　９月26日（月）
●申し込み方法
　電話またはメールで以下をお申し出下さい。
　①講座名　②受講者氏名　③電話番号
　④お住まいの市町村
●申し込み・問い合わせ：新潟経営大学総務課
　☎53-3000　Mail : koza@duck.niigataum.ac.jp

新潟経営大学公開講座

赤ちゃん誕生

本田上　　　安中　聖那（徹・紗季） 

川船河　　　中野　斗陽（史朗・美幸）
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羽
生
田
小
学
校
の
学
校
林
１

　
明
治
五
年
の
「
学
制
」
の
施
行
に
よ
り
町
村
が
当
面
し
た
問
題
三
つ
あ
っ
た
。

一
、
学
校
を
運
営
す
る
資
金
難
。
二
、
教
員
の
充
足
難
。
三
、
就
学
者
の
少
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
特
に
学
校
運
営
資
金
に
つ
い
て
は
戸
長
層
の
最
も
苦
心
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
県
や
郡
は
そ
の
資
金
に
特
に
学
校
の
建
設
費
捻
出
の
た
め

に
学
校
林
を
設
け
る
こ
と
を
推
奨
し
た
。
羽
生
田
小
学
校
も
田
上
小
学
校
も
当

然
、
勧
告
さ
れ
た
。
生
徒
に
自
然
を
愛
好
し
、
植
物
の
生
長
を
学
ぶ
こ
と
も
目

的
と
さ
れ
た
。
ど
こ
の
学
校
も
学
区
の
重
立
衆
を
集
め
て
協
議
し
た
。
し
か
し
、

経
費
の
関
係
等
で
な
か
な
か
進
展
し
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
明
治
三
十
七
、
三

十
八
年
の
日
露
戦
争
の
勝
利
が
報
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
記
念
す
る
た
め
に
、
県

も
郡
も
更
に
学
校
林
の
設
立
を
強
要
し
た
。

　
羽
生
田
小
学
校
で
は
明
治
三
十
八
年
に
重
立
衆
の
協
議
に
よ
り
明
治
三
十
八

年
十
月
に
よ
う
や
く
設
立
が
認
め
ら
れ
た
。
字
四
角
面
積
二
反
八
畝
で
あ
っ
た
。

椿
直
太
朗
氏
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
九
年
十
月
、
山
の
下

三
百
五
十
歩
が
認
め
ら
れ
、
校
長
以
下
高
等
科
の
生
徒
が
開
墾
に
当
た
っ
た
。

そ
こ
に
杉
苗
三
百
五
十
本
を
植
栽
し
た
。
そ
の
代
金
は
一
円
四
十
銭
。
続
い
て

四
十
年
五
月
、
山
の
上
部
に
薄
草
松
四
百
本
を
植
林
し
た
。
苗
は
県
苗
園
よ
り

払
い
下
げ
ら
れ
た
。
高
等
科
の
生
徒
十
五
人
、
他
に
雇
え
人
夫
一
人
が
参
加
し

た
。
佐
藤
、
小
林
両
校
長
も
こ
れ
を
植
え
た
。
山
の
上
部
は
地
味
悪
く
傾
斜
地

な
の
で
、
杉
苗
に
適
さ
ず
落
葉
松
を
植
え
た
。
雑
木
の
は
び
こ
っ
た
山
に
汗
し

て
鍬
を
打
ち
込
ん
だ
。

学
校
林
の
廃
止

　
明
治
三
十
八
年
に
設
立
さ
れ
た
学
校
林
は
そ
の
後
、
教
員
住
宅
建
設
の
気
運

に
圧
さ
れ
、
そ
の
費
用
に
充
当
す
る
た
め
売
却
す
る
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
。

蓋
し
こ
の
学
校
林
は
位
置
が
余
に
も
遠
く
僻
遠
に
し
て
、
設
定
の
趣
旨
に
添
は

ざ
り
し
点
が
多
い
こ
と
と
、
教
員
住
宅
新
設
の
急
な
る
に
よ
り
将
来
近
傍
に
新

設
す
る
計
画
に
て
売
却
せ
り
。
明
治
四
十
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

秋
茄
子
の
艶
を
め
で
を
り
今
朝
の
晴

夢
み
て
る
そ
の
間
す
ら
時
す
ぎ
る

選
挙
済
し
ず
か
な
日
々
や
梅
雨
上
り

木
の
葉
ゆ
れ
風
が
さ
さ
や
く
夏
の
朝

忠
魂
碑
鎮
守
の
杜
の
蝉
し
ぐ
れ

蜩
や
居
心
地
良
い
か
鳴
き
続
く
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町の花
アジサイ

町の木
サクラ

１つ
の
バ
ト
ン
に
想
い
を
込
め
て
！

田
上
中
学
校
運
動
会

１つ
の
バ
ト
ン
に
想
い
を
込
め
て
！

田
上
中
学
校
運
動
会

親子で学ぶ食親子で学ぶ食親子で学ぶ食

町立竹の友幼児園の紹介コーナー

鶏ひき肉…150ｇ　　生姜…少々　　にんにく…少々

　　なす…120ｇ（中2本）　　玉葱…60ｇ(中1/2個)

　糸こんにゃく…60ｇ(1/3玉)　　たけのこ水煮…20g

　　ピーマン…20ｇ（1個）　　赤・黄パプリカ…各20ｇ（1/6個）

　　人参…20ｇ（2㎝）

油…小さじ1.5　　ごま油…小さじ1/2

【調味料】

　砂糖…大さじ１　　みりん…小さじ2/3　しょうゆ…大さじ1/2

　　塩…小さじ1/6　オイスターソース…小さじ１

　　片栗粉…小さじ2/3（少量の水で溶く）

作り方 ①生姜、ニンニクはみじん切り。

②なすは、小さ目の乱切りにして水にさらす。

③玉葱はスライス。糸こんにゃくは３㎝長さに切る。

　　ピーマン類、人参は３㎝長さのせん切り。

④フライパンに油をひき、鶏ひき肉、生姜、にんにくを炒める。

　　次に、玉葱、人参、なすを加え、油がまわってきたらピーマン類

　　を炒める。野菜に火が通ったら調味料を加え、風味付けにご

　　ま油を入れ、水溶き片栗粉でとろみをつける。

材料
（6人分）

★なすとピーマンのひき肉炒め

みんなで取り組もう！ 田上の食育 役場保健福祉課 ☎57-6112

今回、私は成増地区・田上町の児童交流会に初めて参加させていただきました。暑い中でも元気に野球をしている子供達を見て、こちらも

暑さに負けていられないなと感じました。もうしばらく残暑が続くようですので、みなさんもお体には十分にお気をつけください。

8月19～21日に行われた成増地区・田上町の児童交流会に私も参加させていただきました。子供達が何事にも精一杯に取り組む姿を間

近で見て、こちらも改めて多くのことを学びました。これから、きずなの編集者として精一杯取り組んで行きたいです。

◆国民健康保険税６期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（8月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,165
－ 6

12,171
－ 34

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税
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田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

おいしいごはんと
一緒に、食べてね！
　　　　　米たより

【編集後記】

【給食献立】

なすとピーマンの
　　　　　　ひき肉炒め

かぼちゃの味噌汁

ねり梅、バナナ

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

  田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2223@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

　８月７日下吉田地区の親子19名、８月20日川船河地区の親子23名

が地区の食生活改善推進員の皆さんと親子クッキングを行いました。

　塩分や野菜量のクイズでは、実際に１日分の目安になる食塩を手

にとったり、ランチョンマットで食事のバランスのとり方に理解を

深めました。また、田上産の野菜使って、下吉田地区は、サラダそ

うめんやじゃが芋とズッキーニのカレ―炒め、川船河地区は、ポケ

ットサンドや揚げない酢鶏などを作りました。皆で楽しく作って、

食べることは、親子で「食」について考えるよい機会となったよう

です。
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お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ子育て応援

←川船河地区

↑下吉田地区

　竹の友幼児園管理栄養士の唐木沢寿美さんが、なすとピーマンのひき肉炒め

を紹介します。なすとピーマンをひき肉と一緒に炒めることで、子どもたちの

苦手な野菜も食べやすくなります。また、彩りに人参やパプリカも加えてあり

ます。ぜひ一度作ってみて下さい。

　幼児園は、１日300食の昼食と20人分の離乳食を作っています。給食

では、米、豚肉、味噌、梅干し、野菜は田上産の食材を出来るだけ使用

しています。子どもたちは、夏の終わり頃になると、一段と成長してく

るようで、食がよく進むようになります。


